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NYマーケットレポート（2015年 3月 9日) 

NY 市場では、米国の主要な経済指標の発表がなく、新規材料に乏しい中、序盤のドル円・クロス円はやや軟調な展開で始まった。ただ、米

主要株価が序盤から堅調な動きとなったことから、投資家のリスク志向の動きも強まり、比較的安全な資産とされる円を売る動きが優勢とな

った。円は、大半の主要通貨に対して下落となり、先週末の米雇用統計が比較的堅調だったこともあり、ドル/円は一時 121.42 まで上昇し、

昨年 12 月 8 日以来、約 3 ヵ月ぶりの高値を付ける動きとなった。ただ、終盤にはやや上値の重い動きとなった。 

 
(出所：ＳＢＩＬＭ) 
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NY市場レポート 
 
21：00 
ドル/円 121.04  ユーロ/円 131.52  ユーロ/ドル 1.0861 
 
21：00 
欧州株式市場・米株価指数先物 

欧州主要株価 株価 前日比 米株価先物 株価 前日比  

英 FT100 6863.95 -47.85 ダウ INDEX 
FUTURE 17863 +2  

 

仏 CAC40 4930.84 -33.51 S&P500 
FUTURE 2071.80 +1.00  

 

独 DAX 11529.13 -21.84 NASDAQ 
FUTURE 4408.25 +3.25  

 
                                                                                   (出所：ＳＢＩＬＭ) 

 

21：13 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

2月カナダ住宅着工件数 15.63万件（予想 17.90万件・前回 18.70万件） 

前回発表の18.73万件から18.70に修正 

 

 
 （出所：ブルームバーグ) 

 

 

22：33 

米主要株価 

米主要株 株価 前日比 

ダウ平均 17883.85 +27.07 

ナスダック 4934.45 +7.08 
   (出所：ＳＢＩＬＭ) 
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23：00 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

2月メキシコ消費者物価指数(前月比) 0.19％（予想 0.22%・前回 -0.09%） 

2月メキシコ消費者物価指数(前年比) 3.00％（予想 3.03%・前回 3.07%） 

 

 

 
 （出所：ブルームバーグ) 

 

 

23：01 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

2月米労働市場情勢指数 4.0（前回 4.8） 

前回発表の4.9から 4.8に修正 
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 （出所：ブルームバーグ) 

 

指標結果データ 

≪労働市場情勢指数（LMCI）≫ 

 

             2月・・1月・・12月・・11月・・10月・・9月・・8月 

労働市場情勢指数・・・・ 4.0・・ 4.8・・ 7.1・・ 6.7・・ 5.6・・ 4.6・・ 3.0 

 

 

23：30 

≪ NY株式市場 序盤≫ 

 

序盤の株式市場は、前週末に主要株価が大きく下落したことから、値頃感の出た銘柄を中心に買い戻しが先行した。

ダウ平均株価は、序盤から堅調な動きが優勢となり、一時前週末比で  85ドル高まで上昇する動きとなった。 

 

 

≪ 経済指標のポイント ≫ 

 

（1）米FRBが発表した2月の労働市場 状況指数（LMCI）は 4.0と前月から 0.8ポイント低下した。雇用の改善・

悪化の境目になるゼロは2年8ヵ月連続で上回った。1月は 4.9から4.8に、2014年12月は7.3から 7.1に、それ

ぞれ下方修正された。 

 

（2）米コンファレンスボード（産業審議会）が発表した2月の雇用トレンド指数は、127.76となり、前月比+0.1％

となった。前月からの上昇は14ヵ月連続となった。また、前年同月比では+6.7％となった。1月の指数は当初発表

の 127.86から 127.62に下方改定された。雇用トレンド指数は、消費者信頼感指数の就労関連指数や週間失業保険

給付申請件数など、雇用に関する 8つの指数を基に算出する。 

 

 

≪海外の話題≫ 

 

OECD（経済協力開発機構）が発表した1月の加盟 33ヵ国の景気先行指数（CLI）は 100.4と、前月の 100.3から上

昇した。ユーロ圏の回復が勢いを増しており、世界経済への寄与度が高まった。OECDは「ユーロ圏で成長の勢いに

前向きな変化が見られる、また主要先進国、およびOECD全体では成長の勢いが安定している」と指摘した。 

 

ユーロ圏全体は100.7（前月 100.6）、ドイツは99.7（99.6）、フランスは100.6（100.5）、イタリアは 101.2（101.0）

に軒並み上昇した。米国は100.2、日本は99.8でいずれも横ばいとなった。OECD非加盟国では、中国が 99.1（99.0）、

ブラジル、インドも小幅上昇したが、ロシアは 99.3（99.5）に低下した。 

 

1：00 

米主要株価・中盤 

ダウ 17965.42（+109.64）、 S&P500 2076.64（+5.38）、 ナスダック 4925.73（-1.64) 
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≪欧州のポイント≫  

 

①調査会社の調査によると、ギリシャ国民の大半は、新政府が妥協案で国際支援団と合意し、ユーロ圏からの離脱

が回避されることを望んでいると明らかにした。対象となった国民の約69.6％が、危機解決に向け新政府は「名誉

ある妥協案」を模索すべきと回答した。一方、ユーロ圏からの離脱を余儀なくされても、いかなる妥協案も拒否す

べきとの回答は27.4％だった。そして、ギリシャがデフォルトに陥る可能性があるとの回答が 50.4％、可能性はな

いとの回答は45.5％だった。 

 

②トルコ中銀は、期間１週間のドル建て預金金利を7.5％から 4.5％に引き下げたほか、期間1週間のユーロ建て預

金金利を 6.5％から 2.5％に引き下げると発表した。実施は、3月 10日からとしている。中銀への政治圧力をめぐる

懸念から急落していたリラは、上昇に転じている。 

 

③ツィプラス・ギリシャ首相は、欧州委員会のユンケル委員長と会談するとギリシャ政府当局者が明らかにした。

会談はギリシャが欧州から得る支援資金の用途を協議するためのものであるとしているが、EU当局者は13日の会談

は確定したわけではなく、向こう 2週間の間に実現する可能性があるとしている。 

 

④ECBの量的緩和策が始まった、市場関係者からは買い入れ規模が小規模にとどまっていることを受けて、失望の声

が上がった。銀行筋は、ECBは市場で活発に取引を行っているが、その規模は驚くほど小額と指摘している。ある債

券市場の関係者は「一部で2000万ユーロの買い入れも見られたが、平均では 200万ユーロ程度で、その小ささに当

惑している」と語った。その上で、買い入れペースを加速しない限り、ECBが目標を達成するのは困難として否定的

な見方を示した。また、ECBが月額 600億ユーロの買い入れ目標をどのように達成するのか、疑問視する見方も浮上

している。市場関係者によると、ECBは市場全般で期間5年以上の債券を買い入れている。 

 

 

≪ NY債券市場 ・午前≫ 

 

序盤のニューヨーク債券市場は、ECBの量的緩和開始を受けてユーロ圏諸国の国債利回りが低下したため、相対的に

利回りが高い米国債の需要が強まり、買いが先行した。また、相場下落で値頃感が出たことも支援材料となった。 

 

午前の利回りは、30年債が2.80％（前週末2.84％）、10年債が 2.20％（2.25％）、7年債が2.00％（2.05％）、5

年債が 1.66％（1.70％）、3年債が 1.11％（1.14％）、2年債が 0.70％（0.73％）。 

 

 

欧州主要株価 終値 前日比 

英 FT100 6876.47 -35.33 
仏 CAC40 4937.20 -27.15 
独 DAX 11582.11 +31.14 

ストック欧州 600指数 393.19 -0.99 
ユーロファースト 300指数 1567.09 -3.70 
スペイン IBEX35指数 11057.20 -37.70 
イタリア FTSE MIB指数 22564.35 +128.22 
南ア アフリカ全株指数 52614.08 -732.91 

(出所：ＳＢＩＬＭ) 
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≪欧州株式市場≫ 

 

欧州株式市場は、まちまちの結果となった。米国の利上げ観測などを背景に売りが先行した。独DAXは、ECBが開始

した量的緩和に対する期待などから反発し、終値ベースの過去最高値を更新した。 

 

 
 （出所：ブルームバーグ) 

 

3：40 

NY金は、中心限月が前週末比 2.20ドル高の1オンス＝1166.50ドルで取引を終了した。 

 

4：00 

≪ 要人発言 ≫ 

メスター・クリーブランド連銀総裁 

 

・「2015年上半期の利上げ支持をあらためて表明」 

・「強いドルは米国の輸出を圧迫している」 

 

4：30 

NY原油は、中心限月が前週末比 0.39ドル高の1バレル＝50.00ドルで取引を終了した。 

 

主要商品 終 値 前日比 
NY GOLD 1166.50 +2.20 

NY 原油 50.00 +0.39 
(出所：ＳＢＩＬＭ) 
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≪ NY金市場 ≫ 

 

ＮＹ金は、ギリシャ支援延長の暫定合意が崩れるとの懸念から、逃避先としての買いが活発になった。ただ、堅調

な株価動向を背景に、やや上値は限定的となった。 

 
 （出所：ブルームバーグ) 

 

≪ NY原油市場 ≫ 

 

ＮＹ原油は、WTI原油の引き渡し地点となる米オクラホマ州クッシングの原油在庫の増加幅が縮小しているとの見方

から供給過剰に対する懸念が後退し、買いが優勢となった。   

 
 （出所：ブルームバーグ) 

 

主要株価 終値 前日比 高値 安値 

ダウ平均株価 17995.72 +138.94 18031.04 17856.56 

S&P500種 2079.43 +8.17 2083.49 2072.21 

ナスダック 4942.44 +15.07 4950.47 4920.82 
(出所：ＳＢＩＬＭ) 
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≪米株式市場≫ 

 

米株式市場は、米国の主要な経済指標の発表がなく、やや新規材料に乏しい中、前週末に主要株価が大きく下落し

たことから、値頃感の出た銘柄を中心に買い戻しの動きが優勢となった。ダウ平均株価は、序盤から堅調な動きが

優勢となり、一時前週末比で174ドル高まで上昇する動きとなった。 

 

 
 （出所：ブルームバーグ) 

 

 

主要通貨 NY終値 NY高値 NY安値 

USD/JPY 121.15  121.42  120.86  
EUR/JPY 131.47  131.80  131.22  
GBP/JPY 183.25  183.60  182.58  
AUD/JPY 93.36  93.58  93.35  
NZD/JPY 89.20  89.45  89.01  
EUR/USD 1.0853  1.0874  1.0839  
AUD/USD 0.7708  0.7737  0.7705  

(出所：ＳＢＩＬＭ) 
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≪外国為替市場≫ 

 

外国為替市場は、やや新規材料に乏しい中、米株価が堅調な動きとなったことから、投資家のリスク志向の動きが

強まり、円全資産とされる円を売る動きが優勢となった。円は大半の主要通貨に対して軟調な動きとなり、ドル/円

は一時 12月 8日以来の高値を付ける動きとなった。 

 

 
 （出所：ブルームバーグ) 
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